
  内容： 

 本研究課題では、 IPv6経路制御に広く用いられている
OSPFv3プロトコルをベースとした、重複のないアドレス割当
方式を確立し、IPv6導入において手動での管理設定を要す
る項目を削減でき、IPv6の導入障壁を下げることに貢献した。 

 技術的な面での本研究の大きな成果は、1)ネットワーク全
体で使用可能なアドレス範囲を示すためのホスト経路情報
(128ビット)をどのように構成するかについての指針を与えた
点、2)各ルータが重複のないIPv6アドレスを設定するために
どのような処理を行うかの指針を与えた点、3)ルータIDの重
複があった場合には検出可能とするための指針を与えた点、
である。 
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